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301 IR組織の紹介

▶ 次に、本部署の機能を紹介します。

委員会・会議を減らし、よりスマートな意思決定を目指しています。

戦略企画委員会

ブランディング
委員会

教学IRセンター

教学IR委員会

教員組織

事務組織

大学運営会議

…

教務 戦略企画・IR推進室 学生支援入試 …キャリア

内部質保証委員会



401 IR組織の紹介

▶ 次に、今年度の目標を紹介します。

本部署は、３つの機能を持っています。

戦略企画 IR推進室

内部質保証

大学が自ら行う

（自己点検・評価を含む）

質の改善に向けた

組織的な活動を行う。

教学IR

学生の成績や学修状況に関するデータを

大学が自ら収集・分析し、

大学の意思決定を支援する。

総合研究所

教職員の研究に係る

手続きなどを支援する。



501 IR組織の紹介

▶ 次に、今年度のスケジュールを紹介します。

Purpose －存在意義－

Mission －使命－ Value －価値観－

• 学内の意思決定や教学改善の活動を

立案・実行・検証するための支援を行う

• 学修成果を公開し、大学の説明責任を高める

• 入学から卒業までの学修データを集積・分析

• 分析依頼の対応

• 改革総合支援事業タイプⅠ対応

• 学生参画型教学IRの立案・実行・情報公開

• 各取り組みの目的が明確

• 定期的なデータ収集と報告・HP公開

• 執行部への年２回の教学IRレポートの発信

• アイデア実現に向けた迅速な行動

Vision －未来像－

• 各学部が教学IRから提供されるレポート等をもとに、

意思決定や教学改善の活動を行う

• 学生自身のアイデアで、より良い大学を作る
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702 今年度の取り組み

▶ 次に、IRレポートについて紹介します。

学生視点の授業改善の提案、アンケート結果の公開を実施

－学生自身のアイデアで、より良い大学を作る－

教員の
通り道に掲示



入学者数
減少問題

802 今年度の取り組み

▶ 次に、卒業時アンケートの活用に関する取り組みを紹介します。

IRレポートの提示

－各学部のPDCAにそったトピックを掲載－

４学部

PDCAサイクル

退学者問題
学内調査
の活用

アンケート
回収率

休学情報から退学予備軍の傾向を読み取るPoint



902 今年度の取り組み

▶ 次に、居場所作りのポスターとその成果を紹介します。

2023年度
卒業時アンケート回答率

全体

1036人

未回答者

411人

39.7%

退学防止、卒業時アンケートの結果から、

居場所作りを推進しています。

回答者

625人

60.3%

外国語

89人

41.6%

経営

56人

26.2%

人間

256人

70.3%

保健

224人

91.8%

１年生のうちから、もっと大学の中を知ってもらい、

自分の居場所を見つけてほしいと考えています。



1002 今年度の取り組み

▶ 次に、卒業時アンケートに関する取り組みを紹介します。

認知度上昇 夏は暑い！ 認知度上昇

みんなで課題作成 夏は涼しい！

居場所作りを通じて、学修環境を改善しています。



1102 今年度の取り組み

デザインの活用

卒業時アンケート回収率向上に向けた工夫を行っています。

フォトスポットの設置
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1302 今年度の取り組み

第３回合同IR研修会に参加し、

事例報告とコンサルタントを実施しました。

中京学院大学 瑞浪キャンパスにて発表をしました。


